
平成31年3月定例会　議案等に対する賛否について
※表中の見方：「○」＝賛成　「×」＝反対　「―」＝当該案件採決時に議場不在　「欠」＝採決日の本会議を欠席

※議長は表決に加わらないため、「／」としています。
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議案第１号 平成３１年度富山市一般会計予算 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

（反対討論要旨／日本共産党・赤星議員）
　新年度予算のうち小中学校普通教室へのエアコン設置など前進面は歓迎
するが、全体の問題点の一つは消費税増税問題。プレミアム付商品券発行
事業２０億円余は消費拡大につながらない。３、５、６、８、１０％の５通りの
税率なども国民の不安を広げている。８％増税以来、家計消費は年額実質
約２５万円減少し実質賃金も増税前と比べ１０万円以上落ち込んだ。政府は
３月の月例経済報告で景気判断を３年ぶりに引き下げた。国民多数が反対
している増税は直ちに中止すべき。増税に合わせ市の施設の使用料・手数
料いっせい値上げで市民の負担増は約１億１８８０万円にもなる。
　二つ目に中心部偏重や大手企業優遇策は疑問。中央通りD北地区市街地
再開発事業７億９千万円のアイススケートリンクは必要性・採算性など別途
検討すべき。２５階建てマンション建設、地価が上がり固定資産税が増えた
としても人口減時代に将来の老朽マンション空き家問題も見据えた政策へ
の転換を。
　まちなか居住推進事業費はマンション建設事業者向け補助のうち５千万
円余がアパに出される。同社には２６年度にも５千万円、２８年度にはタカラ
レーベンに５千万円。まちなか居住推進に１４年間で６億３千万円投入され
てきたが税金による誘導策全体見直しを。中心部だけのフラワーハンギン
グバスケットに年間約６３百万円、広く市民にご理解いただけるとは思えな
い。
　三つ目に、旧町村では合併前の役場から再編、人員も減り不便になった。
各地で大規模自然災害が頻発し住民の生命・財産を守る公務員の役割は
重要。避難所となる小学校では市職員が食糧調達、食事提供する重要な役
割がある。学校給食調理業務民間委託が新庄小、山室小にも拡大でさらに
職員削減となる。正規職員削減計画は見直す時期ではないか。

議案第２号 平成３１年度富山市公債管理特別会計予算 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第３号 平成３１年度富山市駐車場事業特別会計予算 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第４号 平成３１年度富山市母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計
予算

3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第５号 平成３１年度富山市後期高齢者医療事業特別会計予算 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

創政
改拓
（1人）

【市長提出議案①】

議決結果議決日件　　　名議案番号

日本
共産党
（２人）

会派
誠政

（２人）

フォー
ラム
38

（１人）

光
（２人）

日本
維新
の会

（１人）

社会民主党
議員会
（３人）

自由民主党
（22人）

公明党
（４人）

（議案第３号、議
案第１２号、議案
第１４号から議案
第２１号まで、議
案第２７号、議案
第２８号、議案第３
１号、議案第３２
号、議案第３９号、
議案第４０号、議
案第４４号、議案
第４６号、議案第４
７号、議案第５２号
と２１件一括して
討論）

（賛成討論要旨／自由民主党・松井議員）
　児童・生徒数の減少傾向に伴い、学校給食も縮小傾向で、直営校におけ
る調理業務の継続性の観点、調理技術の継承、年齢構成を考慮しながら民
間委託を行い、計画的に職員を採用していく必要があります。
　平成25年度から民間委託を導入し、直営校と民間委託校ともに充実かつ
安全な学校給食を提供しています。
　栄養教諭による食育教育や個別指導の実施回数が増えた上、教職員の
多忙化解消の観点からも効果が出ています。
　学校給食を始め民間委託を進めるのは、経費節減が主たる目的ではな
く、行政として、将来どうあるべきかという観点からの施策です。
　次に、花でつなぐフラワーリング事業は、富山駅から中心市街地までの区
域に空間を演出するハンギングバスケットを設置するものです。
　本市の交流人口や定住を促進するには、市民が郷土に愛着と誇りを持
ち、県外の人から認識され、他都市との比較において選択される必要があり
ます。
　本市は、日本初のＬＲＴというハード面の整備で話題になりましたが、市民
や富山を訪れた方に花と緑で潤いのある景観を楽しむソフト面にも配慮した
まちづくりが必要です。
　そうすることで、全国の人々から「選ばれるまち」になります。
都市基盤整備基金を活用し、都市基盤を整備することで本市の魅力向上、
賑わいが創出され、固定資産税や都市計画税、個人市民税、法人市民税な
どの市税収入増が期待できます。
　平成31年度一般会計予算においても、富山駅周辺地区南北一体的なまち
づくり事業や、まちなか再生推進事業など、適切に予算編成されています。
　持続可能で「魅力あるまちづくり」の実現には、自主財源である市税をしっ
かり確保し、安定した財政運営に取り組んでいくべきです。

（議案第１号）
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議案第６号 平成３１年度富山市まちなか診療所事業特別会計予算 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第７号 平成３１年度富山市介護保険事業特別会計予算 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第８号 平成３１年度富山市国民健康保険事業特別会計予算 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第９号 平成３１年度富山市企業団地造成事業特別会計予算 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第１０号 平成３１年度富山市白樺ハイツ事業特別会計予算 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第１１号 平成３１年度富山市牛岳温泉健康センター事業特別会計予算 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第１２号 平成３１年度富山市牛岳温泉スキー場事業特別会計予算 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第１３号 平成３１年度富山市競輪事業特別会計予算 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第１４号 平成３１年度富山市農業集落排水事業特別会計予算 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第１５号 平成３１年度富山市公設地方卸売市場事業特別会計予算 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第１６号 平成３１年度富山市軌道整備事業特別会計予算 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第１７号 平成３１年度富山市賃貸住宅・店舗事業特別会計予算 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第１８号 平成３１年度富山市水道事業会計予算 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第１９号 平成３１年度富山市工業用水道事業会計予算 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第２０号 平成３１年度富山市公共下水道事業会計予算 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第２１号 平成３１年度富山市病院事業会計予算 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第２２号 富山市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関
する条例の一部を改正する条例制定の件

3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第２３号 富山市特別職の指定等に関する条例及び富山市特別職の職員
の退職手当支給条例の一部を改正する条例制定の件

3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第２４号 富山市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する
条例制定の件

3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第２５号 富山市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定の
件

3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第２６号 富山市博物館等における共通観覧券の発行に関する条例の一
部を改正する条例制定の件

3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第２７号 富山市行政財産使用料条例等の一部を改正する条例制定の件 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第２８号 富山市駐車場条例の一部を改正する条例制定の件 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第２９号 富山市立学校設置条例の一部を改正する条例制定の件 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第３０号 富山市教育に関する事務の職務権限の特例に関する条例の一
部を改正する条例制定の件

3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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光
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（22人）
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【市長提出議案②】

議案番号 件　　　名 議決日 議決結果
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議案第３１号 富山市八尾おわら資料館条例の一部を改正する条例制定の件 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第３２号 富山市科学博物館条例等の一部を改正する条例制定の件 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第３３号 富山市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条
例制定の件

3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第３４号 富山市・医師会急患センター条例の一部を改正する条例制定の
件

3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第３５号 富山市民生委員定数条例の一部を改正する条例制定の件 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第３６号 富山市保健所条例の一部を改正する条例制定の件 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第３７号 富山市介護医療院の人員、施設及び設備並びに運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例制定の件

3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第３８号 富山市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定の件 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第３９号 富山市大沢野健康福祉センター条例の一部を改正する条例制
定の件

3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第４０号 富山市八尾健康福祉総合センター条例の一部を改正する条例
制定の件

3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第４１号 富山市幼保連携型認定こども園以外の認定こども園の認定の要
件を定める条例制定の件

3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第４２号 富山市児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例制定の件

3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第４３号 富山市カラス被害防止条例制定の件 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第４４号 富山市廃棄物の減量及び適正処理等に関する条例の一部を改
正する条例制定の件

3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第４５号 富山市附属機関設置条例の一部を改正する条例制定の件 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第４６号 富山市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例
制定の件

3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第４７号 富山市四方チャレンジ・ミニ企業団地条例の一部を改正する条例
制定の件

3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第４８号 富山市営農サポートセンター条例の一部を改正する条例制定の
件

3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第４９号 富山市集落センター条例を廃止する条例制定の件 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第５０号 富山市コミュニティバス条例の一部を改正する条例制定の件 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第５１号 富山市手数料条例の一部を改正する条例制定の件 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第５２号 富山市都市公園条例の一部を改正する条例制定の件 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第５３号 富山市ファミリーパーク条例の一部を改正する条例制定の件 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第５４号 富山市水道事業、工業用水道事業及び公共下水道事業の設置
等に関する条例の一部を改正する条例制定の件

3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第５５号 富山市水道事業の布設工事監督者及び水道技術管理者の資格
等を定める条例の一部を改正する条例制定の件

3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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（22人）

公明党
（４人）

【市長提出議案③】

議案番号 件　　　名 議決日 議決結果
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議案第５６号 財産の無償譲渡の件 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第５７号 財産の無償譲渡の件 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第５８号 財産の無償譲渡の件 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第５９号 財産の無償貸付の件 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第６０号 富山市まちなか賑わい広場の指定管理者の指定の件 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第６１号 市道路線の認定及び廃止の件 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 欠 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第６２号 平成３０年度富山市一般会計補正予算（第４号） 3/14 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

（反対討論要旨／日本共産党・小西議員）
 「都市基盤整備基金」に今回も補正として積み立て、今年度末の基金残高
は２４億９千万円余になる。
　基金は、Ｈ３１年度は分譲マンションの取得補助に１億２千万円余、分譲マ
ンションの建設補助に２千５百万円、中央通りＤ北地区の高層マンションを
含む大規模再開発事業等にも充てられる。
　私達は、この基金を充当する事業の全てに反対ではない。
　大手マンション業者の事業に、市民の大切な財源を投入する必要はない。
　基金は防災・災害の備えや公共施設・生活道路・上下水道等の改修、整
備などの為に積み立てるべきだ。
　「プレミアム付商品券発行事業」は安倍内閣の消費税引上げ対策で、１０
月から５カ月間のみ発行を計画しているものだ。
　子育て・低所得者支援の財源は、大企業と富裕層に応分の負担、増え続
ける米国からの兵器の爆買い等の軍事費削減である。

（賛成討論要旨／自由民主党・松井邦人議員）
　地方財政法第７条１項で、各会計年度において決算上剰余金を生じた場
合は、基金への積立等に充てなければならない。
　本年度の市税収入が739億円で剰余金が生じる見込みとなり、３月補正で
都市基盤整備基金に4.2億円の積み増しを行う。
　剰余金が生じなければ基金の積み増しは行えないことからも、本市財政が
健全に運営された結果である。
　市街地再開発や駅周辺地区南北一体的なまちづくり事業は、事業が長期
かつ年度毎の事業費に大きな変動が起きることがあり、この基金を活用し財
政負担の平準化を図り、持続可能な財政運営のもと整備することで、本市
の魅力向上や賑わい創出にも繋がる。
　「木を見て森を見ず」の議論ではなく、将来世代に対し責任あるまちづくり
に向け、自主財源として使用できる税収を確保し、財政運営にどう取り組ん
でいくかを考えるべき。

議案第６３号 平成３０年度富山市公債管理特別会計補正予算（第１号） 3/14 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第６４号 平成３０年度富山市母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計
補正予算（第１号）

3/14 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第６５号 平成３０年度富山市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第
１号）

3/14 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第６６号 平成３０年度富山市まちなか診療所事業特別会計補正予算（第
２号）

3/14 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第６７号 平成３０年度富山市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 3/14 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第６８号 平成３０年度富山市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２
号）

3/14 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第６９号 平成３０年度富山市企業団地造成事業特別会計補正予算（第３
号）

3/14 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第７０号 平成３０年度富山市白樺ハイツ事業特別会計補正予算（第１号） 3/14 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

【市長提出議案④】

議案番号 件　　　名 議決日 議決結果

光
（２人）

日本
維新
の会

（１人）

フォー
ラム
38

（１人）

創政
改拓
（1人）

自由民主党
（22人）

公明党
（４人）

社会民主党
議員会
（３人）

日本
共産党
（２人）

会派
誠政

（２人）
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議案第７１号 平成３０年度富山市牛岳温泉スキー場事業特別会計補正予算
（第１号）

3/14 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第７２号 平成３０年度富山市競輪事業特別会計補正予算（第１号） 3/14 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第７３号 平成３０年度富山市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１
号）

3/14 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第７４号 富山市斎場条例の一部を改正する条例制定の件 3/14 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

（反対討論要旨／日本共産党・小西議員）
　議案第７４号「富山市斎場条例の一部を改正する条例制定のうち、胞衣お
よび産汚物焼却場使用料の消費税率変更にともなうもの」としての消費税
増税を前提にした、使用料変更について反対です。

議案第７５号 富山市栗原路子記念熱帯鳥類保全事業基金条例制定の件 3/14 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第７６号 工事請負契約締結の件（第２期呉羽南部企業団地整地（その４）
工事）

3/14 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第７７号 工事請負契約締結の件（第２期呉羽南部企業団地整地（その５）
工事）

3/14 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第７８号 工事請負契約締結の件（第２期呉羽南部企業団地１号調整池築
造（その２）工事）

3/14 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第７９号 特定事業契約締結の件（富山市斎場再整備事業） 3/14 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第８０号 工事請負変更契約締結の件（八田橋（下流側）架替工事） 3/14 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第８１号 富山霊園富山市斎場の指定管理者の指定の件 3/14 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第８２号 富山市新産業支援センターの指定管理者の指定の件 3/14 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第８３号 富山市白樺ハイツの指定管理者の指定の件 3/14 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第８４号 とやまスローライフ市民農園の指定管理者の指定の件 3/14 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第８５号 富山市水橋東部農村地域交流センターの指定管理者の指定の
件

3/14 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第８６号 富山市八尾ほたるの里農村公園の指定管理者の指定の件 3/14 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第８７号 土地取得の件 3/14 原案可決 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 ― 〇 欠 欠 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第８８号 包括外部監査契約締結の件 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第８９号 富山市教育委員会の委員の任命に関し同意を求める件 3/25 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第９０号 富山市公平委員会の委員の選任に関し同意を求める件 3/25 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第９１号 富山市固定資産評価審査委員会の委員の選任に関し同意を求
める件

3/25 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第９２号 人権擁護委員の候補者の推薦に関し意見を求める件 3/25
異議なしとの

意見
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第９３号 富山市監査委員の選任に関し同意を求める件 3/25 同意 〇 〇 〇 〇 ― ― 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

自由民主党
（22人）

公明党
（４人）

社会民主党
議員会
（３人）

日本
共産党
（２人）

会派
誠政

（２人）

光
（２人）

日本
維新
の会

（１人）

フォー
ラム
38

（１人）

創政
改拓
（1人）

【市長提出議案⑤】

議案番号 件　　　名 議決日 議決結果
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【議員提出議案】
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大
島
　
　
満

木
下
　
章
広

議員提出議案
第１号

富山市議会委員会条例の一部を改正する条例制定の件 3/14 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議員提出議案
第２号

児童虐待防止対策の推進を求める意見書 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議員提出議案
第３号

富山市議会会議規則の一部を改正する規則制定の件 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議員提出議案
第４号

富山市総合計画の議決に関する条例制定の件 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議員提出議案
第５号

議会の権限に属する事項中市長の専決処分事項の指定につい
て

3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議員提出議案
第６号

キャッシュレス社会の実現を求める意見書 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

議員提出議案
第７号

妊婦が安心できる医療提供体制の充実と健康管理の推進を求
める意見書

3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議員提出議案
第８号

食品ロス削減に向けての取り組み促進を求める意見書 3/25 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議員提出議案
第９号

統計不正問題の真相究明と信頼回復を求める意見書 3/25 否決 × × × × × × × × × × × 欠 × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇

議案番号 議決結果議決日件　　　名

日本
共産党
（２人）

社会民主党
議員会
（３人）

自由民主党
（22人）

公明党
（４人）

会派
誠政

（２人）

創政
改拓
（1人）

光
（２人）
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維新
の会

（１人）

フォー
ラム
38

（１人）
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請願第１号

日米地位協定の抜本改定を求める意見書採択を求める請願 3/25 不採択 × × × × × × × × × × × 欠 × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇

（請願第1号反対討論要旨／自由民主党・金谷議員）
　日米地位協定については、我が国は一貫して運用改善を進めてきていま
す。
　政府においても地位協定が適用される範囲の見直しについて米国政府と
協議し、平成２９年１月に適用範囲の厳格化を含めた地位協定の軍属に関
する補足協定に署名するなど、適切な改善を行っています。一方で、本請願
が求める地位協定の抜本的な見直しは、日米同盟の深化の観点から受け
入れられないものと考えます。

（請願第1号賛成討論要旨／日本共産党・小西議員）
　地位協定は１９６０年に締結・発行、米軍は日本における「施設・区域の使
用が許される」と基地の提供や米軍・軍人等・その家族の法的地位を定める
とし、充分な検討・国会審議もなく締結した。
　不平等性等の問題を内在、さらに解釈・運用に両政府の密約の影響が強
くある。問題は国民の生活・人権や環境保全・利用に直結するので基地の
在る自治体等から抜本的改定の声が出ていた。
　ドイツやイタリアは米軍機の墜落等で国民の死亡事故を契機に米軍訓練
の許可制度等が強化された。日本は一度も改定はない。原則、米軍に国内
法の適用無く訓練の詳細情報もない。全国知事会は翁長沖縄前知事の訴
えを提言にまとめ、昨年７月、見直し決議を米軍基地のない富山等の府県
を含む全会一致で採択した。
　政府は提言を重く受け止め、速やかに日米地位協定を見直すべきだ。

【請願・陳情①】

件　　　名 議決日 議決結果

日本
共産党
（２人）

会派
誠政

（２人）

公明党
（４人）

社会民主党
議員会
（３人）

自由民主党
（22人）

創政
改拓
（1人）

光
（２人）

日本
維新
の会

（１人）

フォー
ラム
38

（１人）

案件番号
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平成３１年分
請願第２号

政務活動費の完全後払いを求める請願 3/25 不採択 × × × × × × × × × × ― 欠 × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 × 〇

（賛成討論要旨／創政改拓・木下議員）
　請願者が求める完全後払い制は、システムとしてもわかりやすく、市民か
らの理解も得られやすいものだと思います。
　知恵を絞ってどうにかして出来る方法、道を探す努力こそが大切なのだと
考えます。
　完全後払い制を導入することで、審査基準を緩めることになるとのお考え
をお持ちの方もいるようですが、私は全くそのようには思いません。
　政務活動費の支払い前に、議会事務局による事後審査をしっかりと受ける
ことで、支払いの厳正さは保てると考えます。
　今年の４月以降、第三者機関を休止することは先日決まりましたが、そこ
に留まらず、よりよい政務活動費のあり方について今後、議論を進めなけれ
ばならないと思います。
　政務活動費の問題を起こしてしまった富山市議会が、議論をリードすること
に、大きな意義と信頼回復への道があるのだと私は思います。

（反対討論要旨／自由民主党・久保議員）
　議員活動として何か対応するのに資金の必要性が生じた場合、計画的な
政務活動を行うために事前に目的や内容を整理し審査を受けることは、公
金の支出として当然のことである。
　事前審査の暇がない場合も、機敏な対応を制限しないように、事後審査に
よる支出も認められており、何ら問題ない。
　さらに請願人は「そして事後に、ここで使用した代金の領収書から政務活
動費として計上できるものを自ら精査した上で請求し、その分を政務活動費
として後から受け取るというものです。」と主張している。
　現在は、事後審査において、政務活動費として計上できるものを自ら精査
した上で請求し、その分を政務活動費として会派から受け取っている。
請願人の理想は現在の運用指針そのものであり、請願人の願意はすでに
達成されていることから、改めて採択する必要はない。

（賛成討論要旨／光・上野議員）
　第三者機関の休止が決まり、各会派が実績を重ねて、第三者機関の費用
と効果を考えて休止になったと捉えている。一方でこのことに「後退」という
言葉を一部で用いられているのも事実だ。現在の運用は実質的な後払いの
形になっているものの、会派へ支出をされるのは前払いだ。
　今請願は「事前審査を無くす」ことを述べていない。会派内での事前審査
や事後審査をすることで支出をされることは、会派内での運用やガバナンス
が強化されている前提である。会派内でその事前の審査を行うことも必要だ
が、主軸は不正があったこと、そのことにより運用をきちんとして欲しいことを
述べている。
　不正防止策の１つである、完全後払い制は今後の運用のためにも必要
で、射水市議会のような「後払い」を本市議会でも参考にして運用すべきだ。

（賛成討論要旨／日本共産党・赤星議員）
　活発に議論してまとめられた現在の運用指針を否定するものではない
が、これで完全版ではないという厳しい指摘を真摯に受け止めるべき。「政
務活動費のあり方」を市民の皆さんに議会として説明し広くご意見をいただ
きながらさらに改善を重ねていくことを提案する。
　１月３０日に衝撃が走り、３月１４日には書類送検された元市議の一人が
不正に受け取っていた政務活動費の一部が新たに返還された。過去の不
正は未だ全容解明されていないことが改めて明らかとなった。まずは過去の
実態を洗いざらい明らかにすることが全ての原点だ。過去の不正の全容を
全て明らかにした上での検証なしには本当の改革はあり得ない。富山市議
会は市民に対して謙虚であるべきだ。
　請願は市民からの積極的な提案と受け止め「第３者機関」を休止する機会
に合わせ改めて議論すべき。

（賛成討論要旨／日本維新の会・金井議員）
　日本維新の会が政務活動費の交付を申請していないのは、「個人の所得
のような使われ方をしているのに、税の対象になっていないこと」「後払いに
なっていないこと」に、この運用指針の不備を感じているからです。
　それは、公費である政務活動費について、議員は市民に対してその執行
が適正であることを説明し、議会に対する信頼を高める必要があり、交付の
対象を「会派から個人へ」方法は「後払い」という制度にすることが良いと考
えるからです。
　日本維新の会は、富山市議会の行財政改革の一端として、政務活動費の
交付の対象、方法、金額に改正すべき課題があると考え、これからも運用指
針の改定を訴えて行きます。
　以上のことから、本請願については、大いに賛成します。

【請願・陳情②】

日本
維新
の会

（１人）

フォー
ラム
38

（１人）

創政
改拓
（1人）

公明党
（４人）

社会民主党
議員会
（３人）

日本
共産党
（２人）

会派
誠政

（２人）

光
（２人）

案件番号 件　　　名 議決日 議決結果

自由民主党
（22人）
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平成３１年分
陳情第２号

奥山等のスギ・ヒノキ放置人工林を、森林環境譲与税（仮称）で
順次計画的に皆伐を進め、天然林に戻すことを求める陳情

3/25 不採択 × × × × × × × × × × ― 欠 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

平成３１年分
陳情第３号

富山市議会基本条例制定に関する陳情 3/25 不採択 × × × × × × × × × × ― 欠 × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇

（賛成討論要旨／創政改拓・木下議員）
　私たち富山市議会は、多くの市民に強い不信感と大きな失望を与えたの
であり、市民を安心させるための「議会としての取り組み」をしなければなり
ません。
　例えば、民間企業であれば、株主に投資してもらうため、または顧客に自
社の商品を買ってもらうために、自分たちがどのような企業理念などを持っ
ているのかわかりやすく、オープンにして、自社を選んで頂くことが、当たり
前に行われていると思います。
　同じように、自分たちを信じてもらいたければ、まず自分たちの根本となる
考え、理念を表明することが自然であるということだと思います。それを表現
することなく、ただ自分たちを理解してくれ、信じてついてきてくれと言って
も、周囲の理解は得られないでしょう。
　まずは、本陳情に込められた市民の想いに、素直に耳を傾けることからは
じめませんか。

（反対討論要旨／自由民主党・江西議員）
　議会基本条例は、最初に制定されてから、10年あまりが経過し全国に広
まっている。
　議会基本条例に関する全議員が参加した議員研修会での講師の話によ
れば、議会基本条例の多くで採用されているいくつかの条文において、それ
らを実施しない議会が多数発生している。にもかかわらず、どうしてこのよう
な議会基本条例文が盛り込まれてきたのか。それは２元代表制のもと議会
の権力を強大化し、市長の執行業務に深く入り込むのが、議会基本条例の
本旨であるからだとの意見がある。議会基本条例には強い政治思想的な一
面があることは否めない。制定するもしないも、全てはより多くの市民の役に
立つものかどうかがその判断の材料であり、現時点では何とも言えないこと
から、本陳情に反対するものである。

（賛成討論要旨／光・上野議員）
　陳情文の「特別委員会」とはプロジェクトを実行する上で、市民が参加でき
るようなものにして欲しいという主旨は参考人の発言で十分に伝わった。
「特別委員会」という言葉だけに注視しては主旨をはき違える。
　平成２８年の政務活動費のあり方検討会であった発言のように運用指針
で共通言語が必要なのであれば、議会として一つの目標や理念を言葉とし
て明文化することも重要だ。
　平成29年9月の請願の反対討論で「議会が変わるには、議員が変わる、会
派が変わるを積み上げなければならないのです。」とあったが次々と議長が
変わり、不正の結果がでる中で、その「会派」という組織は変わったのか。二
元代表制の一翼を担うのは「会派」という団体ではない。「議会」だ。議会が
一つとなり、政策提言やチェック機能を果たすことが重要であり基本条例を
制定すべきである。

光
（２人）

日本
維新
の会

（１人）

フォー
ラム
38

（１人）

創政
改拓
（1人）

【請願・陳情③】

案件番号 件　　　名 議決日 議決結果

自由民主党
（22人）

公明党
（４人）

社会民主党
議員会
（３人）

日本
共産党
（２人）

会派 誠政
（２人）

※表中の討論要旨については、各議員が発言内容を１案件あたり３５０字以内にまとめたものを掲載しています。 (討論の掲載順は実際の発言順としています。） 

※各発言の全文については、「富山市議会インターネット中継」の３月１４日、２５日開催の本会議分、または、「平成３１年３月富山市議会定例会会議録」  （令和元年６月初旬発行予定）にて、ご確認ください。 
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